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 σ[は,α1,Jコ・P  σ認
lo
 7図
 偶Mo(4,Gμ)90Zr(α,α')反応における
σexp
 断面積の比較,σeXP,については,図6
σsp
 の説明を参照。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文はまづ,大阪大学核物理研究センターのサイクロトロンからの54.3MeV重陽子ビームで
 12C』Moまでの6種のターゲットを衝撃し,(ゴ,『6Lf)反応すなわちαヒ。ックアップ反応で放
 出される6μ核の角分布を測定した。測定器は・カウンターテレスコープと粒子識別回路を用いた。
 次いで・得られた角分布をexac七一finiむer皿ge1)Wβ・4計算によって解析し・全休的に実験
 結果をよく再現することができ,αクラスターの分光学因子を求めた。そしてこの分光学的因子の
 ターゲット質量依存性を調べた。
 一般に質量の増加と共に減少し,基底状態聞遷移に対する分光学的因子は,SU(3)理論およひα
 クラスター模型からの計算値と大体一致するが,i60と如Caの2重閉殼の核では異常に大きい値を
 示す。それで基底状態に,励起状態配位の混合を考慮してZ)躍β河解析をやり直した結果,この2
 つの核種での理論との不一致を改善することができた。また基底状態問遷移の微分断面積のターゲ
 ット質量依存性は,αクラスター分光学的因子の依存性を非常によく似たふるまいを示すことを指
 摘した。
 今まで,(ゴ,6Lぢ)反応と(ρ,')反応の基底状態間の遷移強度の中性子数依存性は,移行
 する中性子対によって支配され,(4,6Lf)反応で移行する陽子対はスペクテ一夕ーとしてふる
 まっていることが報告されている。それで著者は,58Ni(4,6μ)および傷M虻1(4,6Lガ)反応
 で,生成核の陽子状態が励起される際の中性子対の役割をしらべるために(カ,!)反応の場合の
 断面積の相対値と比べることによって,陽子状態の励起に際しては移行する中性子対はスペクテ一
 夕ーとしてふるまうことが見出された。またこの2つの反応を,α粒子の非弾性散乱の実験結果と
 比べ,各対応する励起状態間遷移に,顕著な類似性があることを見出した。
 このように(4,6Lガ)によるα粒子移行反応と,2核子移行反応,非弾性散乱との類似性から、
 αクラスター分光学的因子に関するKumth-Townerの理論を定性的に証明することができた。
 本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してお
 り,よって梅田健太郎提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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